



















いだろう。それは村山市史編さん委員会編集『村山市史編集資料』の第七号（一九八〇年三月発行）と第一四号（一九八五年三月発行）である。第七号には、 「葉山山麓開発に関する 　其の一」 、第十四号には「葉山山麓開発に関する資料 　其の二 　加藤完治と山形県自治講習
所資料特集」とサブタイトルが付いている。自治講習所は一九二〇（大正九）年に大高根村（現村山市）の約六十二ヘクタールの開墾を開始し、実習の舞台が 形市内の借地から大高根道場（現陸上自衛隊大高根演習場）に移ったため、村山市史には不可欠のテーマである。
　第七号は村山市富並の石沢秀雄氏収蔵資料をまとめた










ターネットを利用して見られるため、 「自治講習所」等の検索ワードでヒットする。自治講習所出身者の子孫の方から問合せをいただくこともある。うかつにも今まで気づかずにきた先行研究が、 れを機に利用されれば幸甚である。なお、今回の三資料の判読には、鶴岡市郷土資料館の今野章氏 手助け いた。① 　
 第四期生「日誌」 （大正八年一月十五日～七月 十一日）
② 　





 変体仮名はすべて現在の平仮名に改め、必要に応じ句読点を入れた。片仮名と平仮名は原文通りである。濁点のない仮名はそのままにしてある。 「止し（止す） 」「致し（致す） 」 「煩すた（煩した） 」等の訛り表記も原文通りである。また、適宜改行した。
・
 明らかな誤りと考えられる場合、すぐ下に正しいと思われる文字を〔 　〕で示し り「 〔ママ〕 」と付けたりしたところも一部にあるが、 「正後（正后） 」 、 「后午（午後） 」 、 「寒冒（感冒） 」 、 「直真影流 直心影流） 」 、「学科」と「学課」など、たいていは原文のままにしておいた。傍線（一本線、二本線）もそのまま表す
・
 旧字体は新字体に改めた。 「仝」と「〃」は「同」とした。不明箇所は□としたが、なるべく〔 　〕内に判読案を示した。
山形県立自治講習所日誌（第三回目）──大正八年～大正九年（）
・日付と曜日のみ太字表記とした。・
























































































































































































































































































































ヲ開会ス。委員 開会ノ辞及少々の感想等ノ話シアリ。次に茶菓ヲ食乍ラ幼児ヨリノ今マデノ間ノ印象ヲ話シ事。所長印象及井上先生ノ話等非常ニ有益デアッタ 尚講習生トシテ体面ヲ保ツコトニ付、注意及研究等有リタリ。余興トシテ所長薩摩琵琶等アリテ盛大ナリキ 午後十時ニ解散せり。
礼拝、午後十時礼拝ヲ行ヒ就寝せり。二月十五日 　土曜日
　晴

















































































 度 　曇 　晴






































































































































起床、五時各当番任ニ付ク。学課、蔬菜 　加藤先生 　八時ヨリ十一時マデ、行政 　矢
幅警視 　十一時ヨリ十二時マデ。
講話、陸軍記念日ナレバ大掃除ヲ了セル 午后二時ヨリ






































 度 　晴 　少々曇り
起床、午前五時半起床シテ各当番任務ニ ク学科、午前八時十 産業組合 　清水及衛氏、同 　自十
（0）










































学科、午前八時自十時至 　農村経営 　加藤所長、同 　自
十時至十二時 　行政 　矢幅先生。
武道、午后一時三十分より武道をなせり。山田先生より























学科、午前八時ヨリ十時マデ 　農村経営 　加藤所長 同














起床、朝六時ニ起床シテ然シテ各当番任務ニ就ク。学科、八時ヨリ 時マデ 　農村経営 　加藤所長、十二時












































































































































































































































































































































































学課、植物 　自八時至十時 　加藤所長、県下乃産業 　自














 カ 　セ 　

　晴後風 　斉藤














































































































































































































































































































































































































































































































































































強、午後三限 　植物生理 　加藤所長、四限 　論語
山形県立自治講習所日誌（第三回目）──大正八年～大正九年（）






























































朝曇天ノ為七十二度内外ニテ少シク涼シカリシモ次第ニ晴天トナリ気温高クナリシモ、前日ヨリハ心易カリキ。朝五時ニ起床一同洗面ヲ シ夜具ノ取り片付ヲナシ朝飯ヲ食ス。少シク休息シテ式場ノ整理ヲナシテ控室ニテ一同所長ノ光来ヲ待。三十分経テ所長、長沢指導、並ニ木口郡書記ノ出席アルヤラ、初対面挨拶ア 。講習生人名簿ノ点検等終リテ、今後十日間ノ講習実習項目ニ付種々ノ御話シ、且ツ協議アリテ退席 二 程休息シテ講習
山形県立自治講習所日誌（第三回目）──大正八年～大正九年（）
生二十四名講堂ニ参集整列シレバ、所長並ニ長沢指導、井上氏ノ着席アリ。来賓ニ東置賜郡長、置賜農学校長外諸賢ノ臨席等□レバ所長開会示〔辞〕ヲ述ブ。其ヨリ所長以下講習生君が代ヲ二唱ス。終リテ所長ノ訓示アリ。来賓側ヨリ郡長ノ祝辞講話 終ルヤ講習生ヨリハ岩瀬君、代表シテ答辞ヲ述ブ。終テ一同退場。少シク休息後加藤所長ノ中小農保護政策ニ付テ十 時過ギ迄 話アリタリ。二時迄休息。二時ヨリ長沢指導ノ我ガ国体ト民主々義ト題シテ三時半迄講話アリ。四時ヨリ各自外出ヲナス。六時夕飯ヲ食ス。七時 所 殿並 長沢指導、井上氏外ニ当農学諸各氏ト講習生一同ト共、茶話会ヲナス。茶話中各自ノ履歴ノ物語リ且ツ種々御話ア テ、九時迄楽ク夜ヲ過シ、終ニ来拝式ヲ入レテ眠リニツク八月十二日 　
午前晴 　午后曇 　雷
暁の空にひゞき渡る鈴の音に夢破られて起床。室内の掃除終りて洗面所に至る。冷水浴を行ふ人々もあり 爽快さは如何ばかりならん。高まる鈴の音に一同講堂 参集、来拝〔礼拝〕を行ひて




非常に読みにくい。 〕舎内に響く起床振鈴に夢破られ各自起床し洗面所に於眠気を覚す。今日は連 の炎天に引換へ濃霧四方に漲り空気冷かにして早や秋の気分を表し我々ハ為めに神気爽快を感す。其より各自掃除をなし、六時講堂に於て一同礼拝、君が代の合唱 直に食堂に入り朝食を食す。七時昇校し、九時半迄長沢先生の御講話ありたり。題ハ先内務省より発せられたる五大項目の中の立憲思想云々と云ふに就きてなりき。少しく休息の後代って加藤先生農村目的の大略に就き例を引き、御熱心に御教授せらる。時□に十一時。正午昼飯を了し午后第一時より雨天体操場に於て本県農事試験場技師□〔有？〕川先生の農□〔事？〕に関する御講話を承わる。時に同三時なりき。間もなく同体操場の机を取片付け、加藤先生、船越先生にハ吾々一同に直心影流の基本の型を御熱心に御教導せらる。其の気合響きて雷の如く五体より流汗瀧の如く時







脳に徹底的なる理解を与へざる事有りしはうらむべし。猶一層奮発を要す。拾弐時昼食、節米主義実行の麦飯、味甚美なり。御土産の芋も亦みつる。鷹山公時代を偲ばしむ。午後一時より船越先生御指導の本に武術を練習す。本日は八相とて真影流の第一歩なり。只生等 武骨は技を春風ならしむる事不能。然し汗のみ春雨 如し。夕飯は五時半なれども労を食す 味、労せず 食するの百倍なりとの井上円了先生の詩は実に然るを覚ら む。放課は各自の果敢八十番〔十八番〕芸百出し。興尽くるを不□〔？〕 、角立たぬ話に座も円く意見縦横、維新時代の志士の如く未来 蓋世の英雄の雛なるべき思わしむ。九時礼拝後就床。鼾声雷 上杉氏の春日山上 於けるが如し。只蚊軍の襲来甚だし。賄 　朝 　丸茄子漬 　三ツ 　茄子汁（味噌）
　　昼 　芋と茄子丸煮　　夜 丸茄子漬 　二ツ 　豆腐賽ノ目汁　　飯 麦 五分 　米 五分
八月拾五日
　雨後晴






の跡を印しあるを見つゝ起き出で、朝の行事をなす。洗面、掃持〔除〕 、君が代合唱、挨拶、朝食をな 、まづ元気つけて今日一日の講習を真面目に聞くの姿、且ち〔ママ〕虎がまさに敵に対する時の如きにらみの一時間を過し、七時の鐘 音に猛虎の勢で教室に波うち入る先生の咸〔感？〕ありて、荘厳なる□実力ある御講話に接し無言 御教導を受けると共に、有益なる御講話を拝聴するは青年に及ぼする効果大なるを感謝せずんば らず。すなはち農村自治、農村自治機関等 拾壱時拾分終る。麦飯、豈に青年の身体鉄の如く、志気 養生 正に昇天の勢あり。之を世の病院生活に苦しむ同胞に捧げんと、午后一時よ 武道の大家船越先生 教導にて直真影流の三本目を練鍛す。五時半夕食、夕食後青年の気鎮めにと外出せ□諸氏多くあり。宿舎内はせきばくとして独□電灯 み蚊軍の攻撃を受けつゝあるをいたむ。午后九時礼拝、諸氏の帰舎せ
ざる者多く、加藤先生の心をいたむ。消灯後の出来事は知らず、女神の如深き眠りに就きしは拾時頃と思はれしを。八月拾七日
　晴薄曇




嗚々、今日は十八日なのか。月日の行くのも早いもの。斯くして無限の生命もやかては五拾年の一日となって生の一部を奪ふのか、オ々、なんだかいやな気持がするの。今日は其の精〔ママ〕でもあるまいに天気までいやな心を尚々奈落の底へでも押しやる様なドンヨリとした御空だものとは考へずに居られな た〔ママ〕 。午前五時 　起床、冷水浴、や？、寒いの……。これが剛健主義。同六時 　君が代二唱礼拝。而して例の通り美味な麦飯に牛蒡の煮た奴で大いに腹に忠義を尽くした。自七時より九時に至る迄、農業経済問題に就いて滔々数万言、農村の経済は一農家の経営法を完全にし、然る后一部落に産業組合 誕生するにありとて、長南三右衛門君の 家の整理より群馬県勢多村野中の模範産業組合事に言及され、余等は一層感心覚醒しぬ。小憩約弐十分にして。自九時過ぎより正午迄続けて加藤所長の産業組合につき例を上げ細密致らざるなき程熱心に講義されぬ。






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































流感予防注射を昨日施行したるに付、今朝は六時。起床のベルは全寮にひゞいた。つれづれ三々五々入りかはり立ちかはり門は 友を呑吐する。三度の 定刻の黙学礼拝就床。他に別して記して以て後日の思出とすべき程の事なし。三月八日 　月曜日
　一同
（）












































































































答拾壱時過ぎまで。拾壱時四十分昼食、一時まで自習。午后一時より東村山郡金井村助役五十嵐氏が村に於ける金井村江俣信用組合に付キ、三時半まで御話ありたり。午後五時井上先生 の御馳走 玉葱汁に舌を打つ鳴し、夕食をなす。明日には肉の御馳走ありと。いよいよ井上先生には明日御出発の由、深く井上先生の弥栄を絶叫す。御幸福を祈り上げる 加藤 には兼ねて置賜中堅青年講習会へ御出の所、本日御帰りなさる。七時黙読、九礼拝、了へて床に就く。三月三十一日 　水曜日朝五時起床、各組各任務に服従す。午前九時半より有吉先生の法制経済 拾時より加藤先生の経済学。 自習。午後五時井上先生よりの御馳走おもち飯等の御馳走ありていよいよ井上先生とお別れしなければならぬ日となった。午後七時八分気笛一声、我等の弥栄の声の中に山形を後にし 出発なされた。九時礼拝就眠。四月一日 　木曜日
　曇 　第十五室



































































組合トノ関係ヲ具態的ニ御説 アタ 午後二 ヨ
リ六時迄武道。夕食六時半。
礼拝、九時礼拝シテ皆就寝ス。










































シタル者アリ。六時頃自由ニ夕食シ夜別レ 為メ何ントモイヘヌ有様ノ内ニ一同弥栄ノ気分ニ満ツ。寮内静ニ テ時々元気ニ満ツタル声 テ御互しがり□トイフ。
礼拝、九時礼拝。四月二十一日 　水曜日
　晴
起床、随意ナルモ荘内置賜ノ人ノミニシテ朝ノ一番列車
ニヨリテ帰省スル為メ、皆々四時ニ床ヲ飛ビ出シ準備 暇ナシ。馬車ヨ、荷車ヨト各ノ重荷 停車場ニ運搬シ弥栄ノ基ニ南北ヘト別ル。
実習、午前九時佐藤君唯一人残リ正午マデ農場ニ於ヒテ
一昨日ノ引キ続キ畑耕耘。午後ハ休憩ノ由（午後官舎ノ畑耕耘（牛蒡、菜、大根、播種） 。
二十二日 　木曜日
　　　今日モ佐藤氏只一人、一日留守番ノミ。平常ト異
常ナシ。起床、朝事、礼拝ノ如キ常ト同様。
二十三日 　金曜日
　　　同人只一人農場ニ於ヒテ桑樹ノ手入（結縄ヲ解キ
自由ヲ与ヘ成長ヲ促ス） 。起床食 礼拝異常ナシ。
二十四日 　土曜日
　曇
佐藤君只一人留守番。起床食事ノ時間ハ平常ト異ルトコ
ロナシ。午後四時安達君来ル。
礼拝、九時就寝。
（0）
二十五日 　日曜日
　晴
佐藤一人午前中ヨリ官舎ノ畑耕耘整地、午後五時高橋登
所。都合三人、平常ト異ルトコロナシ。
礼拝、九時、後寝ニ就ク。四月二十六日 　日曜日
　曇 　雨 　寒
起床、午前五時、直チニ炊事ト掃除ニ各従事ス。八時ヨ
リ農場ニ於ヒテ甘薯ノ温床作リノ準備トシテ二人ハ舟越先生ト共ニ滝山村迄藁取リニ行キ一人残ッテ藁切リヲ為ス。
午後一時昼食、暫クノ間ハ降雨ノ為休憩シテ二時半ヨリ
午前ノ引キ続キトシテ温床ノ穴ヲ為ス（二人） 。一人ハ藁切リ。時微雨斜ニ降ッテ少シク寒サヲ感ズ。六時ニ終リ。
夕食、七時。礼拝、九時、寝ニ就ク。
以上、高橋記
